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第
十
三
回
「
心
の
つ
ど
い 

in 

比
叡
山
」（
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
主
催
）
を
比
叡
山
延
暦
寺
会
館
で
開
催
。

七
月
十
四
日
、
十
五
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
一
般
公

募
で
募
っ
た
男
女
十
八
名
が
参
加
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

長
導
師
に
よ
る
法
楽
が
あ
り
、
そ
の
後
、
延
暦
寺
会
館
担

当
者
よ
り
坐
禅
止
観
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
一
講
で
は
「
法
華
経
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
、
髙
川
慈

照
延
暦
寺
一
山
最
乗
院
住
職
に
よ
る
法
話
が
あ
り
、
法
華

経
の
成
り
立
ち
か
ら
説
か
れ
て
い
る
心
の
持
ち
よ
う
な
ど

を
話
さ
れ
、
参
加
者
は
あ
り
が
た
い
法
話
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

第
二
講
で
は

「
古
典
落
語
ち

り
と
て
ち
ん
」

「
仏
は
君
を
ホ

ッ
ト
ケ
な
い
」

と
題
し
、
落
語

家
露
の
団
姫
師

に
よ
る
落
語
が

あ
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

翌
日
は
、
早

朝
五
時
半
よ
り

根
本
中
堂
に
て

坐
禅
止
観
を
実

修
し
た
。
そ
の

後
、
大
書
院
庭
の

清
掃
、
延
暦
寺
会

館
で
の
お
写
経
を

実
践
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

今
回
研
修
会
で

は
、
祖
師
先
徳
鑽

仰
大
法
会
期
間
中

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
慈
覚
大
師
御

廟
へ
参
拝
し
、「
毎

回
新
し
い
気
持
ち

で
受
講
し
て
い
る
。

一
年
に
一
回
の
自

分
を
み
つ
め
な
お

す
大
切
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
ま

た
比
叡
山
の
奥
地

に
ひ
っ
そ
り
と
あ

る
慈
覚
大
師
御
廟

へ
お
参
り
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

第13回　心のつどいin比叡山
７月14・15日　比叡山延暦寺会館
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■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

近
畿
大
会

　

近
畿
教
区
本
部（
高
岡
保
博
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
五
日
に
奈
良
県

高
取
町
の
宗
泉
寺
（
石
川
智
海
支
部
長
）
を

会
場
に
、
近
畿
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推

進
大
会
を
開
催
し
、
檀
信
徒
約
百
名
が
参
加

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
高
岡
教
区
本
部
長
導
師
の
も

と
宗
祖
伝
教
大
師
報
恩
法
要
が
厳
修
さ
れ
、

そ
の
後
、
高
岡
教
区
本
部
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
、
続
い
て
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

今
大
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
民
の
力
理

事
長
野
村
孝
治
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
高
取

城
と
藩
主
植
村
氏
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

日
本
三
大
山
城
に
数
え
ら
れ
る
高
取
城
の
壮

大
さ
な
ど
、
往
事
を
偲
ぶ
話
に
、
参
加
者
は

耳
を
傾
け
て
い
た
。

三
岐
大
会

　

三
岐
教
区
本
部
（
森
喜
良
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
に
岐
阜
県

大
垣
市
の
圓
興
寺
（
神
藤
誠
真
支
部
長
）
を

会
場
に
三
岐
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進

大
会
を
開
催
し
、
檀
信
徒
約
四
十
名
が
参
加

し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
教
区
内
寺
院
住
職
ら
十
九
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名
出
仕
の
も
と
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
法
要

後
、
森
教
区
本
部
長
、
横
山
照
泰
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
池
田
智
鏡
九
州
西
教
区
普

光
寺
住
職
に
よ
る
法
話
と
筑
前
琵
琶
演
奏
が

行
わ
れ
た
。
池
田
師
は
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
元
に
冗
談
を
交
え
な
が
ら
、
人
と
の

繋
が
り
や
縁
の
大
切
さ
を
説
か
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

最
後
に
同
教
区
本
部
よ
り
浄
財
二
十
万
円

が
横
山
総
本
部
長
に
寄
託
さ
れ
閉
会
と
な
っ

た
。

東
海
大
会

　

東
海
教
区
本
部（
中
村
廣
文
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
七
日
に
愛
知
県

名
古
屋
市
の
名
鉄
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
東
海

教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
を
開
催

し
、
檀
信
徒
約
千
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
東
海
教
区
仏
教
青
年
会
の
声

明
公
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
中
村
教
区
本
部
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
、
続
い
て
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

永
年
に
わ
た
り
一
隅
を
照
ら
す
運
動
を
実
践

し
て
き
た
会
員
に
総
本
部
長
賞
が
授
与
さ
れ

た
。

　

第
一
部
で
は
、
阿
曽
沼
慎
司
京
都
大
学
Ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
顧
問
が
「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

─ 4 ─
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実
用
化
に
挑
む
〜
現
状
と
課
題
〜
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
た
。
阿
曽
沼
氏
は
「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
万
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
倫
理
問
題

が
出
て
く
る
。
宗
教
界
も
深
く
関
わ
っ
て
欲

し
い
。」
と
語
ら
れ
、
参
加
者
は
興
味
深
い

様
子
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

第
二
部
で
は
、
宮
本
祖
豊
延
暦
寺
一
山
円

竜
院
住
職
が
「
十
二
年
籠
山
行
〜
生
命
を
見

つ
め
る
静
の
行
〜
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、

出
家
を
し
て
か
ら
十
二
年
籠
山
行
ま
で
の
、

壮
絶
な
修
行
内
容
を
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
東
日
本
大
震
災

犠
牲
者
に
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、
閉
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
今
大
会
で
は
同
教
区
本
部

よ
り
百
万
円
の
浄
財
が
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
地
球
救
援
事
務
局
へ
寄
託
さ
れ
た
。

東
京
大
会

　

東
京
教
区
本
部（
杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
一
日
に
台
東

区
の
浅
草
公
会
堂
で
東
京
教
区
一
隅
を
照
ら

す
運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
千
二
百
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
福
聚
教
会
に
よ
る
御
詠
歌

と
天
台
聲
明
音
律
研
究
会
に
よ
る
声
明
、
天

台
雅
楽
会
に
よ
る
和
楽
器
演
奏
、
神
田
秀
順

上
野
輪
王
寺
門
跡
門
主
お
導
師
の
も
と
法
要

が
厳
か
に
行
わ
れ
、
読
経
の
声
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
鳴
り
響
い
た
。

　

続
い
て
、
神
田
門
主
、
杜
多
教
区
本
部
長
、

武
覚
超
一
隅
を
照
ら
す
運
動
副
理
事
長
、
横

山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
支
部
か
ら
推
薦

さ
れ
た
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
実
践
者
十
一

名
が
杜
多
教
区
本
部
長
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
上
田
紀
行
東
京
工
業
大
学

教
授
に
よ
る
「
よ
き
種
を
ま
く
仏
教
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
上
田
教
授
の
冗
談

を
交
え
た
講
演
に
、
会
場
で
は
時
折
笑
い
が

起
こ
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
關
口
晃
成
教
区
副
本
部
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
で
今
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

神
奈
川
大
会

　

神
奈
川
教
区
本
部
（
溝
江
光
運
教
区
本
部

長
）
で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日
に

神
奈
川
県
秦
野
市
の
秦
野
市
文
化
会
館
を
会

場
に
、
神
奈
川
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推

─ 5 ─
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進
大
会
を
開
催
し
、
檀
信
徒
約
五
百
名
が
参

加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
溝
江
教
区
本
部
長
御
導
師
の

も
と
東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
法
要
が
あ

り
、
参
加
者
全
員
で
般
若
心
経
を
お
唱
え
し

た
。
そ
の
後
、
溝
江
教
区
本
部
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
、
続
い
て
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
土
屋
慈
恭
大
会
副
実
行
委
員
長
よ

り
第
一
世
天
台
座
主
「
修
禅
大
師
義
真
尊
者

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
一
隅
法
話
が
あ
っ
た
。

　

今
大
会
の
講
演
は
、
多
田
孝
文
神
奈
川
教

区
大
聖
院
住
職
が
「
意
（
こ
こ
ろ
）
ゆ
た
か

に
」と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
多
田
師
は「
ゆ

た
か
と
は
、
強
く
太
く
大
き
く
な
ど
の
意
味

が
あ
る
が
、
物
質
を
ゆ
た
か
に
す
る
の
は
有

限
だ
が
、
心
を
ゆ
た
か
に
す
る
事
は
無
限
に

出
来
る
。
自
分
の
心
を
磨
い
て
ゆ
た
か
に
し
、

そ
れ
を
次
世
代
の
若
者
に
も
指
導
し
て
欲
し

い
」
と
強
く
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
大
会
の
参
加
者
よ
り
多
額
の

浄
財
が
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
地
球
救
援
事

務
局
へ
寄
託
さ
れ
た
。

兵
庫
大
会

　

兵
庫
教
区
本
部（
雲
井
明
善
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日
に
兵
庫

県
多
可
町
の
多
可
町
文
化
会
館
ベ
ル
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
四
十
五
回
兵
庫
教
区

檀
信
徒
総
会
並
び
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推

進
大
会
を
開
催
し
、
檀
信
徒
ら
約
三
百
名
が

参
加
し
た
。
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は
じ
め
に
、
雲
井
教
区
本
部
長
御
導
師
の

も
と
に
法
楽
、
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
木

ノ
下
寂
俊
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
長
、
國

岡
惠
心
天
台
宗
宗
議
会
議
員
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

檀
信
徒
総
会
の
後
、
推
進
大
会
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
実
践
者
三
名
に

よ
る
実
践
の
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
実
践

者
六
名
に
木
ノ
下
理
事
長
よ
り
総
本
部
長
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
課
の

堀
田
浩
之
氏
に
よ
る「
黒
田
官
兵
衛
と
姫
路
・

は
り
ま
の
新
時
代
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
。
地
元
兵
庫
県
の
歴
史
を
も
と
に
し
た

堀
田
氏
の
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

北
陸
大
会

　

北
陸
教
区
本
部（
天
谷
良
永
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
石

川
県
珠
洲
市
の
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
を
会
場
に
、

北
陸
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
を

開
催
し
、
約
五
百
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

開
会
式
の
後
、
岩
尾
照
尚
天
台
宗
宗
議
会

議
員
を
導
師
に
他
宗
派
の
僧
侶
の
方
々
と
合

同
で
歎
仏
会
法
要
が
あ
り
、
続
い
て
北
陸
教

区
の
僧
侶
の
方
々
に
よ
る
大
般
若
転
読
法
要

が
厳
修
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
横
山
照
泰
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

次
に
、
馬
頭
琴
の
岩
尾
師
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー

ス
の
山
田
泰
雲
師
（
臨
済
宗
）、
ピ
ア
ノ
の

─ 7 ─
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細
川
里
美
師
（
曹
洞
宗
）
の
三
名
で
構
成
さ

れ
た
和
尚
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
馬
頭
琴
奏
者
Ｙ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ａ
（
イ
ラ
ナ
）
氏
に
よ
る
馬
頭
琴
の
演
奏
と

オ
ル
テ
ィ
ン
ド
ー
の
歌
唱
が
行
わ
れ
た
。
オ

ル
テ
ィ
ン
ド
ー
と
は
モ
ン
ゴ
ル
の
民
謡
で
、

そ
の
歌
唱
法
は
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
オ
ル
テ
ィ
ン
ド
ー
の
歌
声
の
大

き
さ
に
驚
き
つ
つ
も
、
普
段
聞
き
慣
れ
な
い

歌
声
や
馬
頭
琴
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
当
日
集
ま
っ
た
浄
財
が
天
谷
教

区
本
部
長
か
ら
横
山
総
本
部
長
に
寄
託
さ
れ

大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
植
林
ツ
ア
ー
へ
参
加

　

平
成
二
十
六
年
五
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で

の
日
程
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
草
原
の
風
」
主

催
の「
第
十
一
回
内
モ
ン
ゴ
ル
植
林
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
、
天
台
宗
か
ら
十
二
名
が
参
加
し

た
。

　

今
回
も
昨
年
同
様
に
、
砂
漠
緑
化
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
宗
門
の
比
叡
山

高
校
と
駒
込
高
校
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、

高
校
生
四
名
と
引
率
教
諭
一
名
が
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。

　

第
十
一
回
の
ツ
ア
ー
参
加
者
二
十
名
は
、

中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
北
京
か
ら
西
に
千

キ
ロ
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
ウ
ー
シ
ン
旗
で

の
植
林
活
動
を
行
い
、
現
地
の
内
モ
ン
ゴ
ル

師
範
大
学
の
大
学
生
等
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

　

一
日
目
の
七
日
は
朝
か
ら
植
林
地
に
向
か

い
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
柳
の
木
を
約
二

千
本
、
植
林
し
た
。
集
ま
っ
た
人
々
は
約
八

十
名
。
中
に
は
、
地
元
の
大
学
生
も
含
ま
れ

て
い
た
。

　

現
場
に
は
、
近
代
的
な
機
器
は
一
切
な
く
、

大
き
な
ス
コ
ッ
プ
が
あ
る
の
み
で
、
高
さ
約

二
メ
ー
ト
ル
の
柳
を
植
え
る
の
に
深
さ
八
十

セ
ン
チ
程
の
穴
を
掘
っ
て
埋
め
る
と
い
う
原

始
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
志
井
浩
順
一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
次
長
か
ら
植
林
活
動
支
援
金
と
し
て

三
十
万
円
の
目
録
を
植
林
事
務
局
責
任
者
ス

チ
ン
ト
氏
へ
手
渡
し
た
。

　

二
日
目
の
八
日
も
前
日
と
同
じ
砂
漠
地
帯

に
お
い
て
植
林
活
動
を
行
っ
た
。
日
本
か
ら

の
参
加
者
と
現
地
の
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
主
に
松
の
木
を
植
林
し
、
植
林
活

動
や
食
事
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
。

　

今
回
は
二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
暑

い
中
で
の
植
林
作
業
に
な
っ
た
が
、
約
一
万

本
の
木
を
植
林
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

平
成
二
十
六
年
五
月
に
、「
一
隅
を
照
ら

す
運
動
」
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ペ
ー
ジ
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の

様
々
な
活
動
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

https://w
w
w
.facebook.com

/
ichiguw

oterasuundo
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よ
り
ご
覧
下
さ
い
。

◆

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

 

支
部
長
委
嘱
状
伝
達
式
を
開
催

　

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日
滋
賀
院
門
跡
に

お
い
て
、
第
一
期
住
職
任
命
辞
令
親
授
式
が

執
り
行
わ
れ
、
二
十
一
名
の
新
住
職
が
出
席

し
、
座
主
猊
下
よ
り
住
職
任
命
辞
令
が
授
け

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
日
天
台
宗
務
庁
応
接
室
に
お
い

て
、
住
職
就
任
に
と
も
な
う
「
一
隅
を
照
ら

す
運
動
」
支
部
長
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
あ
り
、

木
ノ
下
寂
俊
理
事
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

各
支
部
長
に
お
い
て
は
、
各
寺
院
を
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
を
檀

信
徒
や
地
域
社
会
に
密
着
し
た
運
動
と
し
て

推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日
、
天
台
宗

務
庁
（
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
）
に
お
い
て
平

成
二
十
六
年
度
第
一
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運

動
」
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年

度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事
業
報
告
、
各
会

計
の
決
算
等
が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
で
は
、
任
期
満
了

等
に
よ
る
役
員
改
選
が
あ
り
、
会
長
、
顧
問
、

理
事
な
ど
の
新
任
、
再
任
が
承
認
さ
れ
た
。

会
長
に
は
森
川
宏
映
師
（
延
暦
寺
一
山
真
藏

院
住
職
）
が
推
薦
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

を
受
け
、
引
き
続
き
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

◆

国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
と

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
支
援
金
寄
託

　

平
成
二
十
六
年
八
月
四
日
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
二
十
七
周
年
『
世
界
平
和
祈
り
の

集
い
』（
比
叡
山
延
暦
寺
）
が
開
催
さ
れ
、

併
せ
て
行
わ
れ
た
世
界
平
和
祈
願
法
要
の
出

仕
者
を
前
に
、
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
へ
の
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支
援
金
寄
託
式
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
情
勢
の
不
安
定
な
シ
リ
ア
の
難
民

救
援
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
木
ノ
下
寂
俊

一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
長
よ
り
檜
森
隆
伸

国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
事
務
局
長
へ
百
万
円

の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
式
典
に
先

立
ち
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
の
募
金
寄
託

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
募
金
は
毎
年
八
月
に

行
わ
れ
て
い
る
「
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集

い
」
に
参
加
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
研
修
生
の
小

中
学
生
が
出
し
合
っ
た
募
金
と
、
全
国
宗
徒

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、

総
額
は
三
百
万
円
。

　

寄
託
式
で
は
、
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集

い
参
加
研
修
生
の
代
表
よ
り
森
川
宏
映
一
隅

を
照
ら
す
運
動
会
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
、

引
き
続
き
森
川
会
長
か
ら
早
水
研
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
専
務
理
事
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

切
手
・
葉
書
を
募
集
中

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
未
使

用
・
使
用
済
み
の
切
手
や
葉
書
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
切
手
は
、
社
会
福

祉
法
人
武
蔵
野
会
（
東
京
都
八
王
子
市
）
に
、

葉
書
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
・

フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
杉
並
区
）

を
通
じ
て
社
会
福
祉
や
海
外
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
募
集
し
て
い
る
も
の
〉

○
未
使
用
・
使
用
済
み
の
切
手

　

切
手
の
周
り
五
㎜
〜
一
㎝
程
度
の
余
白
を

残
し
て
、
封
筒
や
葉
書
の
紙
ご
と
ハ
サ
ミ
で

切
り
取
り
ま
す
。
消
印
が
鮮
明
で
あ
れ
ば
消

印
部
分
も
一
緒
に
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

外
国
切
手
は
別
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

○�

未
使
用
・
書
き
損
じ
の
葉
書
（
年
賀
状
も

含
む
）

　

収
集
は
お
家
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
仲

間
同
士
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

一
隅
を
照
ら
す
身
近
な
実
践
活
動
の
一
つ
で

す
。
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
昨
今
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
取

り
巻
く
市
場
環
境
変
化
を
考
慮
し
た
結
果
、

使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
募
集
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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